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研究成果の概要（和文）：　認知症は特に食生活、特に地中海食を中心とした生活習慣を見直し、改善すること
により、ある程度予防することが可能であることが指摘されつつある。
　地域在住高齢者28名をエントリーし、エゴマ油を使用した地中海式和食の食事栄養指導をしていく介入群(20 
名、全員女性、平均年齢70.8歳)と従来の日本食を食べている対照群(8名、男性3名、女性5名、平均年齢79.3歳)
の2群に分け、介入群では管理栄養士が、地中海式和食の食事栄養指導を月1回施行した。介入群、対照群で認知
機能の変化はみられなかった。赤血球脂肪酸分析においても、ω3脂肪酸に有意差を認めなかった。地中海式和
食では優位性は認められなかった。

研究成果の概要（英文）： A Mediterranean diet has been associated with lower risk of various 
age-related diseases including dementia. We investigated the association between cognitive function 
and a Mediterranean Japanese　diet using perilla oil. After 24 months of intervention, there is no 
differentiation in cognitive function tests between Mediterranean Japanese diet group and control 
group. And also there is no differentiation in erythrocyte plasma membrane levels in two groups. 
 We observed no beneficial effects of a Mediterranean Japanese diet with perilla oil for 24 months 
on cognitive function in elderly people.

研究分野：神経内科学
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１．研究開始当初の背景 
近年、アルツハイマー病は食事栄養との関
連が指摘されており、最近欧米では、地中海
式食事がアルツハイマー病の予防に効果が
あるとの報告が多くなされている 1)2)。地中
海食事とは、オレンジやりんごなどのジュー
ス、トマトやブロッコリーなどの野菜、エン
ドウ豆などの豆類、パンやコメなどの穀類、
オリーブオイル、魚が多く肉が少ない、適量
のワインを摂取する食事を言う。 
 
２．研究の目的 
 地中海式食事ではオリーブ油やナッツ類
を多く使用しており、わが国の高齢者には食
の好みの面でそのまま適用できない。そこで、
本研究では、高齢者を対象として、α-リノレ
ン酸を多く含むエゴマ油を使用し、地中海式
和食の認知機能改善効果をみることを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
平成 25 年度「地（知）の拠点整備事業（大
学 COC 事業）」において、連携自治体として
副申を提出している島根県邑智郡川本町（人
口 3,617 人、高齢化率 42.7%）を対象地域と
し、文書で同意が得られ、認知症患者、糖尿
病・脂質異常症などで、既に食事療法中の者
は本研究参加者から除き、物忘れを自覚する
高齢者 28 名を本研究の対象者とした。エゴ
マ油を使用した地中海式和食の食事栄養指
導をしていく介入群(20 名、全員女性、平均
年齢70.8歳)と従来の日本食を食べている対
照群(8 名、男性 3 名、女性 5 名、平均年齢
79.3 歳)の 2 群に分け、介入群では管理栄養

士が、地中海式
和食の食事栄養
指導を月 1 回施
行し、2年間フォ
ローした(左図)。 
採血(血算、生
化学検査、赤血
球膜脂肪酸分

析)、認知機能検査 (改訂版長谷川式簡易知
能スケール(HDS)、ミニメンタルテスト
(MMSE)、前頭葉検査(FAB)）を施行した。FAB
は概念化課題、知的柔軟性課題、行動プログ
ラム課題、反応の選択課題 、GO/NO-GO 課題、
把握行動課題 の６つの下位項目から成り立
っている。        
  
４．研究成果 
介入前、介入後 2年の各群の背景因子の比
較では年齢に有意差を認めた。 
図 1に示すように、介入群では HDS28.9 点
から 28.7 点、MMSE29.5 点から 29.2 点、 
FAB16.4点から16.2点と有意な変化は見られ
なかった。一方、対照群では HDS28.3 点から
28.6 点、MMSE28.6 点から 29.5 点、FAB14.8
点から 14.3 点と変化は見られなかった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 改訂版長谷川式簡易知能スケール、ミ
ニメンタルテスト,前頭葉機能検査の両群の
2年間の比較 
 
 
赤血球脂肪酸分析の 2年後の結果を表 1に
示す。赤血球脂肪酸分析において、αリノレ
ン酸は介入群 0.31±0.11 mol%、対照群 0.26
±0.16mol%と有意差が認められなかった。
EPA、DHA、n6/n3、DHA/AA、EPA/AA において
も同様に両群に有意差を認めなかった。 
 
表 1 介入 2 年後の介入群、対照群の赤血球
脂肪酸分析の比較 
 
LLA：リノール酸 
LNA：α-リノレン酸 
AA：アラキドン酸 
EPA：エイコサペンタエン酸 
DPA：ドコサペンタエン酸 
DHA：ドコサヘキサエン酸 
 
   

改訂版長谷川式簡易知能スケールの 2年間の変化 

介入群          対照群 

介入前  2 年後 介入前  2 年後 

ミニメンタルテストの 2年間の変化 

介入群          対照群 

前頭葉検査の 2年間の変化 

介入群           対照群 

介入前  2 年後 介入前  2 年後 



 
 
エゴマは、シソ科の植物であり、日本に昔
から存在する油の一種で、福島県の一部では
「食べると十年長生きする」と言い伝えられ
ていることから「じゅうねん」の愛称でも親
しまれている。本研究では、島根県邑智郡川
本町の特産品であるエゴマ油をオリーブ油
の替わりに用いた。 
  既にわれわれは、地域在住一般高齢者の認
知機能に対するエゴマ油を使用した地中海
式食事の効果を検証した 3）。 
今回の地中海式和食では優位性は認めら
れなかった。その理由については不明だが、
今後さらに症例を多くして検討する必要が
ある。 
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